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は じ め に 

  

 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の発生および感染拡大をきっかけに様々な方面へ

影響が及びました。令和２年４月に感染拡大防止のため７都府県を対象に緊急事態宣言が

出され、その後対象が全国に拡大されました。その結果、国民生活や経済活動が大幅に制

限されることとなり日本経済が大きく停滞するなど、これまでに経験のない事態となりま

した。 

農業分野でも、人々の移動の制限や活動自粛による飲食業等の落ち込みにより、多くの

農畜産物の販売が低迷するなど大きな影響が出ました。特に、この甲賀地域の特産作物で

ある茶については、茶価の低迷により農家経営においては大幅な収入減少となりました。 

新型コロナウイルス感染症の発生から１年を経過した令和３年１月には、再度11都府県

を対象に緊急事態宣言が出されるなど、全国的な感染者の発生が続いている状況ですが、

一日も早い収束を願うところです。 

 このように、今年度は、人と人との接触が制限され様々な制約のあったなかでしたが、

地域農業の持続的な振興を図るため、さらなる農業生産の維持拡大や農業所得の安定確保

とともに農業・農村の活性化に向けて普及指導活動に取り組みました。 

普及指導活動の実施にあたっては、『人づくり』、『産地づくり』、『地域づくり』を３

本柱として、平成27年度に策定した「普及指導基本計画（計画期間：平成27～32年度）」

に基づき、各普及指導員が対象や方法、目標等を明示した年度別計画を作成し、その目標

達成に向けて日々の活動を展開しています。 

本書は、令和２年度に取り組んだ普及指導活動について、そのねらい、活動内容および

その成果を課題別に取りまとめたものです。普及指導員の活動の状況をご承知いただき、

今後の地域農業の振興を図るうえでの参考にしていただければ幸いです。 

最後に、活動にご協力いただきました農業者や関係機関・団体の皆様に厚くお礼申し上

げますとともに、甲賀地域の農業振興のため、今後とも普及指導活動に対しましてご支援

ご協力をお願い申し上げます。 

 

令和３年３月 
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